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＜連絡事項＞

· 糖尿食の方は主食の量が少ないため、カレーや丼物のメニューの時は通常より小さい器に盛り付けるようにすること。（カレー：主菜用のお皿、丼物：普通食用の茶碗）

· 8/25（月）～8/26（火）相馬亜紀子さんがローテーション研修の来られる。（25日は午後から）

· 8/25（月）プロセスレコードについての研修がある為、希望者は参加すること。（場所：病院2階会議室17：30～）来週、中級試験がある為、該当スタッフは参加すること。

· 9/12の13：30～15：30に法人の防災・被災訓練が行われる。各部署から3人参加。(デイケアからは、木村・川井・下館SGMが参加)

 ＜外来情報＞

· 大久保　律子様～喧嘩腰な口調の幻聴があるが、リスパダールを飲むと落ち着くとのこと。

· 沢田　三朗　様～自宅では草取りなどの手伝いを行っているとのこと。「デイケアは開放感があって良い」と話されている。本日、採血施行している。

· 横町　　浩　様～炊事、洗濯を行っており、なめこ汁を作ったら父親に「うまい」と褒められたとのこと。味付けは勘で行っていると話されている。運動は歩行をするようにしており、少しずつ良くなっているような気がするとのこと。

· 関　　秀治　様～ニュータウンの「あらた」に体験実習に行ってきて、疲れたが達成感があると話されている。上司と話が出来るか不安であるとのこと。

· 島浦　美千男様～青風荘には慣れたとのこと。掃除当番などがあって北病棟とは違うが、うまく出来ていると話されている。

· 久保　興介　様～コミュニケーションが苦手で、少ししか話せる人は居ないが、自分のペースで頑張っているとのこと。

· 田名部　一樹様～デイケアでためになるプログラムとして、就労支援を挙げている。また、SSTは分からないことを解決できて良いと話されている。体調は良いとのこと。

· 伊藤　雄一　様～落ち着いて過ごすことが出来ており、青山荘の当番もしっかりやっているとのこと。オリンピックのソフトボールで感動したと話されている。

· 関口　　禅　様～状態は安定しているが、糖尿病薬を飲んで便秘になってきたとのこと。便秘に関しては、次回八戸赤十字病院受診した際に相談すると話されている。ガスモチン1週間分処方。

＜利用者様情報＞

· 其田　淑子　様～眼痛があるとのことで、本日眼科受診している。点眼薬処方となったとのこと。

受診後、通所すると話されていたが、昼頃にやはり欠席すると連絡ある。

· 袴田　隆裕　様～昨日、十和田の就労継続支援事業A型『農園カフェ日々木』の見学を青明舎スタ

ッフ同伴にて行っている。午前9～11時にオープン前の掃除を行い、慣れてきたら徐々に皿洗いや接客などの仕事も任せて行く方向。障害者サービス受給者証が用意でき次第、勤務開始となる。勤務日は月火木金土の週5日、水曜日は外来受診とデイケア利用となる。本人は仕事について、うまく出来るかどうか不安はあるが、給料が出るためやる気はあると話されている。通所時、本人の話を聞き、いつでも相談できる場を提供していくこととする。

· 本田　英之　様～弁当屋『ニュー八』の見学を青明舎スタッフ同伴で行っている。職場の忙しさを

見て、仕事の厳しさを感じることが出来たとのこと。今後も、同職場や別の職場の見学を行っていくとのこと。

· 関　　秀治　様～ニュータウンの『あらた』という職場で、職場体験実習を行っている。仕分け作

業は問題なく行うこと出来ているが、ダンボールの分解は、カッターの使い方が危険であったり丁寧に行いすぎたりする部分がみられていた。また、対人関係が苦手な部分があり、本人も問題として理解している。今後も、体験実習を設定していき、職場に慣れていけるようにしていく。通所では、本人の疲労など、負担がないかどうか注意して観察を行っていく。

· 細越　定生　様～喫煙所の使用について、規定の人数以上喫煙所に入ったり、内履きのまま入室し

たりとルールを守ることが出来ていないことを指摘すると、「混んでいて吸う時間が無い」「携帯灰皿を持ってきたら、外で吸ってもいいか」などと訴えている。喫煙は所定の場所で行うこと説明しているが、不満がある様子。喫煙は所定の場所のみで行うこと、いつの時間も混んでいるわけではないので、メンバー同士配慮しながら喫煙所を使用するよう声かけを行っていく。また、本日居眠りしている様子多くみられており、「最近、眠っても疲れが取れない。眠れているけど眠たい」と話されている。調子が悪い時は、担当医にも相談するよう説明していく。

· 秋山　和子　様～本日、スタッフへと桃とせんべいを持参している。そういった物は受け取れない

こと説明するも、「お母さんが持って行けって」「もらってくれないと困る」と話されている。ご家族へ電話確認をし、確認をとることとしている。

· 北嶋　　剛　様～昨日、救急で泌尿器科を受診し、尿路結石と診断され、結石を溶かす内服薬と屯

用の鎮痛剤を処方されたとのこと。本日、欠席する理由として泌尿器科受診と話されていたが、再度本人より電話連絡あり、「実は今日は泌尿器科には行っていない。サボりです。来週は行けると思います」と話されている。来所した際は、本人のペースに合わせたプログラム参加を促していく。

· 柳町　信之　様～昨日、外来受診後に入浴利用に来所する予定であったが、来所せず。14時頃に

「用事があるので、今日は行けません」と電話連絡あり。連絡を下さったことを評価し、いつでも来所して良いこと説明。来週は来所すると話されている。来所時は、本人の生活状況の確認を行い、少しずつ来所に慣れていけるよう介入していく。

· 田向　玲美　様～本日、スタッフの方から本人の状況確認を行っている。膀胱炎の方は何ともない

と言われたこと、交際相手とも仲直りをしたことを話されている。外来受診にて、デイケアは水・金の利用で担当医に許可をもらっているとのこと。「デイケアは行きたくないから、9月も休みたい」「幸房は1年も通えないから利用したくない」と話されている為、そのような考えでは就労は難しい事伝えている。デイケアスタッフに相談をしに行く、と考えると通所できそうとのこと。デイケア利用については、来週の外来受診時に担当医に相談してみると話されている。

＜エアロビクス参加について＞

· エアロビクスに参加せず、椅子に座って何もしていない方が多い為、場の雰囲気が良くなく、講師に失礼である。

· 参加しない利用者様はその場から席を外して戴くという方法では、他の参加している利用者様も良い気分はしないのではないか。

· 座っている利用者様に、上半身だけでも動かすよう声をかけると、一部の方は行ってくれるがどうしても動きたくないという利用者様もいる。

⇒対策として…

1 見学している方には、声かけをして不調でない限りは参加して戴く。

2 足腰が悪いという理由で見学している方に関しては、足踏みだけでも効果的であるため、スタッフが足踏みの誘導して、参加を促す。

3 どうしても参加したくないという利用者様が一部いらっしゃる為、その方に関してはエアロバイクやウォーキングを促す。

＜デイナイトケア事例検討＞

小向　武雄　様（74）統合失調症

デイナイトケア利用開始日：平成13年6月4日（7年2ヶ月）

現在の治療計画：運動、創作活動、レクリエーションを通して、加齢に伴う能力の低下を出来るだけ

少なくする。

〇現在の本人の状態

· 整容面でだらしないことがあり、何日も同じ服を着用していることや、髭の剃り残しも頻繁にみられている。

· 入浴の際も不十分であることがある為、スタッフ付き添いで指導している。

· 高齢であるため、身体機能・認知機能などの低下が考えられるため、現在の能力を維持していく必要性がある。

· ぼんやりしていることが多いため、スタッフの方から積極的に声をかけて刺激を与える必要がある。

〇今後の治療計画

· 運動、創作活動、レクリエーションを通して、現在の能力の維持を図る。

· 整容面が不十分な場合は、声掛けを行う。（社会適応能力の時間を使い、髭剃りチェックをする）










